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1. はじめに 

貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。この度、私達東京都市大学 F-SAE チーム Mi-Tech 

Racing へのご支援をご検討くださいますことを心より御礼申し上げます。 

私たちは、公益社団法人自動車技術会が主催する学生フォーミュラ日本大会に参加しているレーシン

グチームです。本書では、2023 年度学生フォーミュラ日本大会に参戦するにあたり参戦企画をいたし

ましたのでご報告いたします。本書をお読みいただくことで私どもの活動にご理解をいただけると幸

いに思います。また、スポンサードをご検討いただける企業・個人の皆さまにおかれましては、本書後

半に詳細な要項をお示ししておりますので、大変恐縮ではありますがご覧いただけますと幸いです。 
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2. F-SAE とは 

F-SAE (Formula Society of Automotive Engineers) とは、SAE International が主催する設計コンペティショ

ンの 1 つで、学生が排気量 710 cc 以下のエンジンでフォーミュラスタイルのレーシングカーを開発・設

計し、製作します。大会では、車両の走行性能を競う動的審査、開発・設計・製作のプロセスを競う静的

審査の 2 つの審査で車両を総合的に評価します。大会は 1981 年にアメリカで初開催され、その歴史は

30 年以上になります。現在では、イギリスやドイツなどのヨーロッパ各国をはじめ、オーストラリアや

ブラジル、タイなど世界中で大会が開催されています。 

日本大会は「全日本学生フォーミュラ大会～ものづくり・デザインコンペティション～」として社団法

人自動車技術会が主催しています。2003 年から日本の学生にものづくりの機会を与える目的で発足され

て以来、毎年約 100 チームが参加し、車両の速さだけでなく､設計や売り込みなども含めた企業としての

総合力を評価されます。学生フォーミュラという活動の場を通し、構想・設計・製作を学生自ら行うこと

で自発的な思考の育成、ものづくりの本質やそのプロセスを経験し、アイデンティティのあふれる学生の

育成を目指しています。また、現在この大会は、トヨタ自動車株式会社をはじめとする 200 社以上の企業

様からスポンサードされています。 
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3. 競技概要 

学生フォーミュラ日本大会の競技概要は以下のようになっております。 
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4. F-SAE に参戦する意義 

 私たちは日々大学において四大力学をはじめとした工学の基礎を学んでいます。しかしながら、そこで

学んだ技術を実際に設計作業として応用する機会は非常に限られております。私たちは特に自動車に興

味をもっておりますが、航空分野やソーラーカーでは設計コンテストが存在するのに対し、実践的な自動

車設計を行って参加するコンテストは非常に貴重なものとなっています。そのような中で、学生フォーミ

ュラ日本大会では、これまで断片的に理論や技術を学んでいた私たちが実際に車両設計を行うことで、よ

り実践的な能力を身に付けることができます。学生フォーミュラでは、学生が企画から製作、大会参加ま

でを自主的に行うため、ものづくりの本質を認識し、そのプロセスから学生でありながら 1 人の技術者

として活動することができます。そのため、チームで作業することやものづくり自体における様々な障壁

を乗り越え、自分の設計が形になることでものづくりの楽しさを感じることができることが可能である

と考えております。このような活動を通して、私たちは一連の作業を通して各々が技術者として互いを尊

重し、実社会にも通用するような技術者になりたいと考え、F-SAE に参戦しております。 

 

 

 

5. 沿革 

2001 年 8 月 工学部機械工学科内燃機関工学研究室の学生有志５名により発足。自動車技術会 F-

SAE チームに参加。（エンジン担当） 

2002 年 ツインリンクもてぎにて行われた合同走行会に参加。「第１回全日本学生フォーミュ

ラ大会」に向け単独チームを結成。 

2003 年 2003 年 第１回全日本学生フォーミュラ大会参戦。以降 2018 年 第 16 回全日本学生フ

ォーミュラ大会まで毎年参戦。 

2010 年 それまでの単気筒エンジンから 4 気筒エンジンに初挑戦し、第 8 回大会で 85 校中 4

位と過去最高順位を獲得。 

2018 年 2018 年 第 16 回 全日本学生フォーミュラ大会参戦。本大会まで第一回大会より連続

出場を達成。 

2019 年 第 17 回大会から”学生フォーミュラ日本大会”に大会名称変更。エンデュランスでマ

シントラブルによりリタイアし、98 校中 33 位となる。 

2020 年 COVID-19 感染拡大の影響で大会中止。M2020 プロジェクトを中断し M2021 プロジェ

クトへ移行。 

2021 年 COVID-19 感染拡大の影響で動的審査中止。静的審査のみオンラインで実施。61 校中

32 位を獲得。すべての静的審査に参加し、書類遅延ペナルティが無かったチームに贈

られる”日本自動車工業会会長賞”を受賞。 

2022 年 約 2 年ぶりに動的審査が開催される。活動制限により車両製作に遅延が発生し、車両

を作り上げたものの車検を通過することができなかった。69 校中 41 位となった。 



Mi-Tech Racing 2023 

 

7 

 

6. 活動目標 

活動目標 「総合順位 15 位以内」 

 私たちは来年度以降達成したい目標である「総合優勝」を目指し、今年度は「総合順位 15 位以内」を

目標に活動してまいります。学生フォーミュラでは動的審査の配点が 67.5%を占めており、総合優勝を

目指すうえで高得点であることが必須となります。そのため、今年度は昨年度参加できなかった動的審査

に特に注力することで来年度以降の総合優勝に向けて豊富な経験を積むことが重要だと考えています。

コロナ禍でのチーム内の現状を鑑みた結果、今年度は 15 位以内を目標に活動することが最適であると考

えました。動的審査が開催された過去の大会結果を分析し、下記の表の点数を獲得することで 15 位以内

を確実に達成できると考えております。 
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7.分析 

●自チーム分析と対策 

(1)製作 

反省点 

・十分なサスペンション設定を行えなかったため、車検のストローク幅測定を一発でクリアできません 

でした。 

・擦り合わせの精度が悪化し、フレームがゆがんでしまいました。 

・燃調のセッティングに十分な時間を設けられず、燃調を合わせることができませんでした。 

・治具を精度よく組めなかったことでフレームの左右でずれが生じてしまい、左右でかかる力の分布が 

偏ってしまいました。 

・フレームを溶接する際の固定方向を間違えていたことから、フレームがひずんでしまいました。 

・フロントウィングを取り付けた際に地面に擦ってしまったため、取り外すこととなりました。 

対策 

・車両製作の経験不足を補うため、OB と連絡をとることでノウハウを受け継ぎます。 

・CAD での設計をより詳細に行い、現物合わせを減らすことで車両全体の精度を高めます。 

・治具の設計・製作方法を見直し、精度の良い車両製作を目指します。 

 

(2)マネジメント 

反省点 

・コロナ対策に関して大会参加費用の支出が増加したことや、大会期間中において必要となった物資を 

急遽購入したこと、工房内の備品管理ができておらず紛失したことで新たに工具を購入したことなど

から、当初予算を大幅に超過してしまいました。 

・製作期間が非常に限られた中で効率よく製作を進めることができず、大会前にエンジン測定をするこ

とや走行会に参加することが出来ませんでした。 

対策 

・製作日程管理表並びに備品管理表を用いることで、状況を全体で認識できるようにします。 

・製作の遅れをなくすために、日程管理を Excel のガントチャートを用いて徹底します。 

・工房の移転に際して整理整頓をメンバー間で徹底し、工具を紛失することを防止します。 

・各部品の製作において、より安価な材料および製作方法を検討します。 
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●他チーム分析 

 

 他チームの分析を行うにあたり、COVID-19 の影響により大会参加を辞退したチームも多数存在したこ

とから、昨年度の大会結果は参考にならないと考えました。そのため、2022 年度大会の結果とコロナ前

である 2019 年度大会の結果を比較、分析しました。この分析を元にコンセプト決定することで、先述し

た目標に掲げた「総合順位 15 位以内」を確実に達成することが可能であると考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 車両コンセプト 

「旋回性能の向上」 

目標達成のためには審査全体の 67.5%を占める動的審査で

安定した成績を残すことが重要になります。今年は 2019 年

度よりも旋回性能の向上を掲げ、その中でも「コーナリン

グ中の姿勢変化量の減少」「コーナー脱出速度の向上」に取

り組んで参ります。日本大会のコースレイアウトでは、最

高速度に比べて旋回速度の向上の方がタイムに大きな影響

が出ると見込みこのコンセプトに決定しました。 
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9. 目標車両諸元  

今年度製作する車両の目標諸元値と、2019 年度車両の諸元値を下記にお示しします。 

 

 

M2019 車両諸元値 

エンジン PC40E (CBR600RR) 

総排気量 (cc) 599 

最高出力 (ps/rpm) 80/11000 

最大トルク (kgf･m) 5.4/10000 

ホイールベース (mm) 1700 

トレッド (mm) 1290 

タイヤサイズ (inch) 10-18×7.5 Hoosier 

車両重量 (kg) 262 

重心高 (mm) 370 

 

M2023 車両諸元目標値                                                  

エンジン PC40E (CBR600RR) 

総排気量 (cc) 599 

最高出力 (ps/rpm) 73/10000 

最大トルク (kgf･m) 5.3/9000 

ホイールベース (mm) 1700 

トレッド (mm) 1290 

タイヤサイズ (inch) 10-18×7.5 Hoosier 

車両重量 (kg) 260 

重心高 (mm) 370 
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10. チーム体制 

マネジメント体制 

 

 

 

2023 年度は、リーダー直下に会計、広報、工房管理、制作管理とそれぞれの責任者を置

きリーダーを補佐するという形で運営して参ります。 

 前年度はリーダー直下にサブリーダーを配置しておりましたが、車両製作に関わる役割に

おける責任の所在が不明瞭となってしまっていました。そのため、今年度はリーダー直下に

それぞれの役割の責任者を設けました。また、前年度の課題であった溶接及び擦り合わせの

精度を悪化させる原因であった治具の精度について、改善することを目的として製作管理責

任者の直下に治具製作責任者を設けました。治具製作責任者は高学年度の学生が担当し、実

際に製作する 1 年生に対する製作方法の指導や治具製作全体のマネジメントを担います。こ

れらの施策により、2023 年度における車両製作ではそれぞれの役割が責任をもって仕事を遂

行できる環境を整備し、前年度における課題を確実に改善して参ります。 
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11. メンバー・指導教員紹介 

 

指導教員 

 

 

 

 

 

 

 

メンバー 

 名前：本宮 一稀 

    （Itsuki Motomiya） 

 

所属：機械工学科 2 年 

担当：プロジェクトリーダー/ブレーキ/燃料 

 名前：箕田 賢太郎 

    （Kentaro Minoda） 

 

所属：機械工学科 2 年 

担当：広報、渉外責任者/冷却/電装 

 

 

 

名前：横森 蒼司 

    （Aoshi Yokomori） 

 

所属：機械工学科 2 年 

担当：治具製作責任者/フレーム 

 名前：横田 理音 

    （Rion Yokota） 

 

所属：機械工学科 2 年 

担当：製作管理責任者/エアロ 

 

 

 

名前：大槻 拓真 

    （Takuma Otsuki） 

 

所属：機械工学科２年 

担当：工房管理責任者/サスペンション 

 名前：宮島 泰幸 

    （Yasuyuki Miyajima） 

 

所属：機械工学科２年 

担当：会計責任者/排気/吸気 

 名前：古溝 竜都 

    （Ryuto Furumizo） 

 

所属：機械工学科２年 

担当：デフ/ドライブシャフト 

 名前：大林 雅幸 

    （Masayuki Obayashi） 

 

所属：機械工学科 2 年 

担当：会計/エアロ 

 

 

 

三原 雄司 
(Yuji Mihara) 

ファカルティアドバイザー 
機械工学科内燃機関工学研究室 教授 

及川 昌訓
(Masakuni Oikawa) 

 
機械工学科内燃機関工学研究室 講師 
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 名前：長久保 息吹 

    （Ibuki Nagakubo） 

 

所属：機械工学科 2 年 

担当：会計/クラッチ/シフター 

 名前：笹嶋 涼平 

    （Ryohei Sasajima） 

 

所属：児童学科２年 

担当：広報 

 名前：明東 奏吾 

    （Sougo Mindo） 

 

所属：機械工学科 1 年 

担当：フレーム 

 名前：上條 理久 

    （Liku Kamijo） 

 

所属：機械工学科 1 年 

担当：吸気/電装 

 名前：鈴木 楽士 

    （Gakushi Suzuki） 

 

所属：機械システム工学科 1 年 

担当：エアロ 

 名前：坂口 春樹 

  (Haruki Sakaguchi) 

 

所属：機械工学科１年 

担当：吸気・排気/燃料 

 名前：沢田 結梨 

    （Yuri Sawada） 

 

所属：機械工学科 1 年 

担当：ステア・ブレーキ 

 名前：益子 翔貴 

  (Syouki Mashiko) 

 

所属：機械工学科１年 

担当：ECU・電装/冷却 

 名前：原田 晃介 

  (Kousuke Harada) 

 

所属：機械工学科１年 

担当：サスペンション 
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12. 年間日程 

 活動予定 

9 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

12 月 

 

1 月 

 

2 月 

 

3 月 

 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

7 月 

 

8 月 

 

9 月 

 

車両

製作 

昨年度大会分析 

コンセプト・パッケージングレイアウト決定 

車両設計 

講習会・交流会参加 
デザイン・コスト 

レポート作成準備 

車両製作準備 

車両製作 

シェイクダウン 

走行練習・計測走行 

第 20 回大会参戦 

設計 

・ 

製作

準備 

分析 

試走 デザイン・コスト 

レポート作成 
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13. 予算計画 

 

昨年度の収支は以下のようになっております。 

収入 支出 

会費 ¥735,000 製作費 ¥510,896 

前年度繰越金 ¥1,039,131 大会参加費 ¥1,092,220 

  次年度繰越金 ¥171,015 

合計 ¥1,774,131 合計 ¥1,774,131 

 

2023 年度プロジェクトの収支見積もりは以下のようになっております。 

収入 支出 

会費 ¥1,895,000 製作費 ¥650,000 

OB 会費 ¥150,000 走行会費 ¥466,015 

スポンサー様支援金 ¥500,000 大会関連費 ¥1,000,000 

前年度繰越金 ¥171,015 運営費・予備費 ¥600,000 

合計 ¥2,716,015 合計 ¥2,716,015 

 

 

 

収入：  今年度は昨年度と比較し、部員数が減少しているにも関わらず支出が大幅に増加することが想 

定されるため、部費を 10,000 円としています。2023 年度新入生は 5 人を想定して計上しておりま 

す。また、製作期間や活動制限の影響から、昨年度からの繰越金は大幅に減少しています。 

 

 

支出： 昨年度は 3 年ぶりの現地参加であったことから、現地において不足した工具及び物資の購入が

増加したことで大会参戦費用が増加しました。今年度はメンバー同士によるダブルチェックや OB

のご協力を仰ぐことで、このような事態を未然に防いで参ります。昨年度は、一度も実車を走行さ

せることができなかったことで前述した現地での不備やセッティング能力の不足に悩まされまし

た。そのため、今年度は「次年度につなげる」という意味でも、走行会への参加回数を増加させる

ことでメンバーに参加経験を多く積ませたいと考えております。 
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14. ご支援いただいている企業様 

現在、73 社のスポンサー様よりご支援を賜り活動しております。今後ともよろしくお願いいたします。 

AVO/MoTeC Japan 箱田製作所 株式会社ミスミ 

IPG Automotive株式会社 株式会社アネブル 株式会社ミノルインターナショナル 

KYOWAエンジニアリングラボラトリ

ー株式会社 
株式会社ウィングス 株式会社レーシングサービスワタナベ 

NOK株式会社 有限会社北村工業 株式会社加藤製作所 

NTN株式会社 株式会社 IDAJ 株式会社小山ガレージ 

UD トラックス株式会社 株式会社 SUBARU 株式会社城南キー 

オートリブ株式会社 機親会 株式会社深井製作所 

オスコ産業株式会社 株式会社エッチケーエス 株式会社東京アールアンドデー 

コダマコーポレーション株式会社 株式会社オートリーダーズ 株式会社不二製作所 

コンチネンタル・オートモーティブ 

株式会社 
株式会社キノクニエンタープライズ 株式会社冨士精密 

サイバネットシステム株式会社 株式会社コトラ 株式会社ハイレックスコーポレーション 

サウスコジャパン株式会社 株式会社ソケットセンター 京葉ベンド株式会社 

ジュニアモーターパーク  

クイック羽生 
株式会社タシロ 協和工業株式会社 

ジョブハッチ株式会社 株式会社デイトナ 三菱ふそうトラックバス株式会社 

スズキ株式会社 株式会社パイオラックス 住友電装株式会社 

積水化成品工業株式会社 本田技研工業株式会社 出光興産株式会社 

ソリッドワークス・ジャパン株式会社 有限会社ヤマダ 小原歯車工業株式会社 

東京プラント株式会社 有限会社伊藤精密熔接工業所 中村鉄工株式会社 

フォルシアジャパン株式会社 有限会社丸山ラジエーター工作所 東京工科自動車大学校世田谷校 

有限会社プラスミュー 有限会社日研製作所 東洋電業株式会社 

ベアレーシングサービス 

（有限会社ベア） 
有限会社平山自動車工業 内燃機関工学研究室 

マイスタークラブ 有限会社北村工業 南デザイン株式会社 

モンスターエナジージャパン 

合同会社 

日本発条株式会社 
日軽金アクト株式会社 

株式会社 不二 WPC 日本軽金属株式会社 日産自動車株式会社 

日信工業株式会社   
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15. スポンサーシップのお願い 

私どもは、「学生が自ら構想、設計、製作した車両により、ものづくりの総合力を競う」ことを大前提

として学生フォーミュラ日本大会への参戦をしておりますが、スポンサー様のご協力なしには活動を成

し遂げることができません。そのため、資金のご提供、パーツや技術のご提供をしていただける企業・個

人のスポンサー様を募集しております。 

● 企業の皆様 

スポンサー企業様の物資、資金によるご支援に対しまして、以下のような広告、宣伝活動を行います。 

 

 

 

 

その他、ご要望がございましたら私どもができる限りのご協力をさせていただく所存でございます。 

 また、弊チームでは特に下記のご支援をいただける企業様を募集しております。 

 

 

 

 

 

<Web・ステッカー掲載例> 

 

 

Web 掲載例 ステッカー掲載例 

・車両カウルへのロゴステッカーの貼付 

・ホームページへのロゴ及びリンクの掲載 

・各種 SNS における広報活動 

 

・車両製作に必要な金属類をご支援いただける企業様 

・機械加工をお願いできる企業様 

・大会・走行会参加に必要なバン、トラック(普通自動車免許で運転できるもの。) 

のレンタルをご支援いただける企業様 
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協賛金額と車両へのロゴ掲載に関して 

 

10 万円相当までのご支援
を頂ける団体 
小ステッカー(100×20mm相当)を

サイドウィングの側面に掲載 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 万円相当までのご支援
を頂ける団体 
中ステッカー(150×30mm相当)を

リアウィングの側面などに掲載 

 

 

30 万円相当までのご支援
を頂ける団体  

中ステッカー(200×35mm相当)を 
フロントウィング、カウル側面などに掲載 
 

 

 
 
 
 
 
50 万円相当までのご支援
を頂ける団体 
大ステッカー(270×40mm相当)を

フロントウィングの前面、カウル
前面に掲載
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● 個人の皆様 

私たちの活動に賛同していただける個人の皆様、何口からも可能ですので下記口座へお振込みお願

いいたします。また、お振込み頂いた際には、下記連絡先まで E メールまたは電話にてご一報いた

だければ幸いです。 

個人スポンサー様の物資または資金による支援に対して、以下の項目を主とした広告・宣伝活動を

行います。 

 

• 各種 SNS における広報活動 

• 大会報告会の開催 

• ホームページでの個人名の掲載※ 

• 車両へのステッカー貼付※ 

※ご了承いただけた方のみ 

 

 

 

 

 

 

東京都市大学 Mi-Tech Racing 

スポンサー様お申込み・お問い合わせ 

お振込先 三菱 UFJ 銀行 尾山台支店 

口座番号 普通 0104389 

口座名 マイテックレーシング ミヤジマ ヤスユキ 

一口（企業様） 50,000 円 

一口（個人様） 10,000 円 

所在地 

〒158-8557 

東京都世田谷区玉堤 1 丁目 28 番 1 号 

東京都市大学理工学部機械工学科内燃機関工学研究室内 

学生代表 本宮 一稀（モトミヤ イツキ） 

E-mail mitechofficial@gmail.com 

電話 070-4093-6135 

学校 03-5707-2100 (内線 2564) 


